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緒
言

　

江
戸
時
代
に
は
、
処
世
訓
や
俚
諺
を
羅
列
し
た
り
、
あ
る
考
え
を
平
易
に
記
し
た
り
と
し
た
、
何
ら
か
の
教
化
の
方
便
と
す
る
戯
文
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、

教
化
の
要
素
が
な
く
と
も
、
薬
そ
の
も
の
に
、
乃
至
、
薬
の
宣
伝
に
模
し
た
体
裁
の
戯
文
も
多
い
。

　

こ
こ
に
、
ど
ち
ら
を
も
兼
ね
備
え
た
、
多
く
「
極
樂
傳
來
心
躰
安
樂
丸
」
と
題
す
る
戯
文
が
あ
る
。
こ
の
極
楽
伝
来
の
妙
薬
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
戦
前

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
戦
前
期
頃
ま
で
享
受
さ
れ
た
雑
多
な
戯
文
の
ひ
と

つ
に
、
極ご
く

楽ら
く

か
ら
伝
来
し
た
薬く
す
りの
広こ
う

告こ
く

に
模
し
、
教
訓
を
示
す
も
の
が
あ

る
。
拙
稿
「
戯
文
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉 

の
濫
觴
と
展
開
に
関
す

る
小
攷
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
第
七
三
号
、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
二
四
）

で
は
、
こ
れ
ら
の
統
一
題
目
を
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
と
し
、
諸

本
を
検
し
系
統
を
た
て
、
各
々
が
い
か
な
る
考
え
に
よ
り
展
開
し
た
か
を

論
じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
施せ

印い
ん

や
仮か

名な

法ほ
う

語ご

を
含
む
、
何
ら
か
の
教
化
の

方
便
で
あ
ろ
う
戯
文
を
「
教
化
戯
文
」
と
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
し
か

し
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
文
献
の
内
容
を
紹
介
す
る
に
は
至
ら
な
い
。

　
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
は
、
出
所
が
不
詳
で
あ
る
こ
と
の
多
い
、

戯
文
の
伝
承
を
み
る
に
、
好
文
献
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
忘

れ
去
ら
れ
研
究
の
俎
上
に
載
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
管
見
に
入
る

限
り
の
諸
本
を
、
先
の
拙
稿
で
示
し
た
甲
種
か
ら
壬
種
を
第
一
類
か
ら
第

五
類
と
す
る
系
統
を
用
い
整
理
す
る
こ
と
で
、
比
較
を
容
易
に
す
る
文
献

紹
介
を
行
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
極
楽
、
薬
、
広
告
、
施
印
、
仮
名
法
語

論
　
文
　
要
　
旨

文
献
紹
介
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
諸
本

羽
　
鳥
　
佑
　
亮
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期
頃
ま
で
は
広
く
享
受
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
先
ん
じ
て
、
拙
稿
「
戯
文
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
の
濫
觴
と
展
開
に
関

す
る
小
攷1

」
に
お
い
て
、
表
記
の
揺
れ
に
よ
り
統
一
題
目
を
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
と
し
て
と
り
あ
げ
論
じ
、
特
定
の
考
え
に
よ
ら
ず
教
化
の
方
便
と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
戯
文
を
「
教
化
戯
文
」
と
し
た
。
だ
が
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
そ
の
内
容
の
紹
介
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
雑
多
な
戯
文
は
、
い
わ
ゆ
る
、
大
文
学
で
も
な
け
れ
ば
、
大
作
家
に
よ
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
研
究
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
言
及
さ

れ
る
こ
と
す
ら
稀
で
あ
る
。
研
究
の
蓄
積
が
多
い
戯
作
と
は
、
似
つ
つ
も
大
き
く
異
な
る
領
域
で
あ
ろ
う
。
異
類
合
戦
物
を
含
め
た
伊
藤
慎
吾
氏
に
よ
る
論
考2

が
あ
る
ほ
か
は
、
言
葉
遊
び
や
擬
人
名
な
ど
近
い
領
域
で
の
、
鈴
木
棠
三
氏
に
よ
る
論
考3

が
あ
る
ほ
ど
で
、
戯
文
の
研
究
が
盛
ん
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
戯
文
が
あ
ま
り
に
雑
多
で
通
覧
す
る
に
難
の
あ
る
こ
と
も
、
研
究
の
滞
る
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
隣
接
す
る
、
御
伽
草
子
、
戯
作
、
噺
本
、

狂
歌
な
ど
と
も
密
接
に
関
わ
る
領
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
伝
承
を
論
考
す
る
に
も
重
要
で
あ
る
。

　

教
化
の
要
素
を
も
つ
戯
文
に
限
れ
ば
、
施
印
に
関
す
る
研
究
が
わ
ず
か
に
散
見
さ
れ
る
。
心
学
の
教
化
を
主
と
し
て
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
漠
然

と
し
た
前
提
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
施
印
は
何
も
心
学
の
徒
の
み
に
よ
る
専
売
特
許
で
は
な
い
。
一
方
で
、
平
易
な
た
め
に
広
く
享
受
さ
れ
、
教
化
の
た
め
人
々

に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
戯
文
は
、
そ
の
心
意
を
探
る
に
好
ま
し
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
を
研
究
す
る
手
は
じ
め
に
、〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
を
例
に
と
り
、
文
献
紹
介
と
し
て
管
見
の
限
り
の
諸
本
を
示
し
、
内

容
の
検
分
を
行
う
。
改
題
や
改
作
の
な
さ
れ
た
文
献
を
除
い
て
は
、
雑
多
な
戯
文
の
ひ
と
つ
の
諸
本
を
比
較
し
通
覧
す
る
、
恐
ら
く
は
初
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
　〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
構
成

　

ま
ず
は
、〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
基
本
的
な
構
成
を
示
し
位
置
づ
け
る
。
体
裁
は
、
一
枚
刷
、
木
版
本
、
書
写
本
、

活
字
版
本
な
ど
様
々
で
あ
り
、
一
般
に
基
本
と
な
る
構
成
は
図
示
し
た
【
構
成
】
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
枚
刷
を
基
本
と
す
る
が
、
他
の
体
裁
で
あ
っ
て
も
構

成
の
順
番
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し
な
い
。
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【
構
成
】

　

例
外
は
あ
る
が
、
基
本
と
な
る
構
成
と
し
て
、〈
い
〉
で
は
、「
〇
〇
傳
來
」
と
伝
来
薬
で
あ
る
由
が
示
さ
れ
、
多
く
、「
極
樂
伝
來
」
と
す
る
。〈
ろ
〉
で
は
、

ほ
と
ん
ど
が
「
心
躰
・
心
體
・
心
体
」
と
冠
す
る
、「
安
樂
丸
」
と
い
う
名
称
で
あ
る
。〈
は
〉
で
は
、
多
く
、「
大
包
・
小
包
」
と
、
一
行
ほ
ど
の
用
法
や
説

明
が
記
さ
れ
る
。〈
に
〉
で
は
、
道
歌
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。〈
い
〉
か
ら
〈
に
〉
は
前
半
部
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
便
宜
上
、《
前
文
》
と
す
る
。

　
〈
ほ
〉
で
は
、
教
化
に
関
す
る
、
俚
諺
、
乃
至
、
散
文
を
、
効
能
・
調
剤
と
し
て
連
ね
る
。
多
く
場
所
を
と
る
主
と
な
る
箇
所
で
あ
る
た
め
、
ま
た
中
央
部

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、〈
ほ
〉
の
み
で
、
便
宜
上
、《
本
文
》
と
す
る
。

　
〈
へ
〉
で
は
、
詳
細
な
用
法
や
説
明
が
記
さ
れ
る
。〈
と
〉
で
は
、
多
く
、
何
ら
か
の
道
歌
が
付
さ
れ
る
。〈
ち
〉
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「（
家
内
・
本
家
）
和

合
所
・（
家
内
・
本
家
）
調
合
所
」
に
よ
る
処
方
で
あ
る
由
が
記
さ
れ
、
稀
に
、
場
所
が
付
さ
れ
る
。〈
り
〉
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
其
身
野
德
成
」
に
よ
る
処

方
で
あ
る
由
が
記
さ
れ
印
が
あ
り
、
多
く
、
一
行
ほ
ど
の
用
法
や
保
証
が
付
さ
れ
る
。〈
ぬ
〉
で
は
、
配
布
・
施
印
の
由
を
基
本
と
し
、
作
成
の
経
緯
、
成
立

年
な
ど
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。〈
へ
〉
か
ら
〈
ぬ
〉
は
後
半
部
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
便
宜
上
、《
後
文
》
と
す
る
。
た
だ
し
、
順
番
の
前
後
や
配
置
の
揺

れ
が
特
に
多
い
箇
所
で
あ
る
。

 

24-11-349_009-羽鳥佑亮氏.indd   14324-11-349_009-羽鳥佑亮氏.indd   143 2025/02/13   16:32:062025/02/13   16:32:06



144

　

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
構
成
は
、
一
枚
刷
は
殊
に
、
架
蔵
「
蕃
紅
花
人
參
湯
」
一
枚
刷
や
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
蔵
「
御
免
秘
法
鎭
痙
丸
」
一
枚
刷
を

は
じ
め
と
す
る
、
江
戸
時
代
頃
に
出
さ
れ
た
薬
の
広
告
と
類
似
す
る
。「
心
躰
安
樂
丸
」
と
い
う
丸
薬
の
、
効
能
・
調
剤
な
ど
を
記
す
宣
伝
な
ど
の
体
裁
に
模

し
た
、
教
化
戯
文
と
し
て
位
置
づ
け
ら
よ
う
。

二
　〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
諸
本

　
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
に
つ
い
て
の
実
態
把
握
を
行
い
、
現
存
に
確
認
で
き
た
諸
本
の
体
裁
（
翻
刻
の
み
確
認
に
は
「
翻
刻
ノ
ミ
」）
を
、
年
記
の
明
記

さ
れ
る
も
の
に
は
そ
の
由
を
示
し
、〔
略
称
〕
を
付
し
た
便
宜
的
な
名
称
を
羅
列
し
た
。
な
お
、
体
裁
の
箇
所
に
注
記
が
な
け
れ
ば
冊
子
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
先
の
「〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
構
成
」
に
合
致
す
る
も
の
に
限
定
し
、
管
見
に
内
容
ま
で
確
認
で
き
た
諸
本
（
翻
刻
の
み
確
認
を
含
む
）
に

つ
い
て
、「
年
記
の
明
記
さ
れ
る
も
の
」、「
年
記
の
な
い
も
の
」
の
順
に
羅
列
す
る
。
た
だ
し
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
諸
本
の
詳
細
な
書
誌
は
略
す
。

◎
年
記
の
明
記
さ
れ
る
も
の

・
書
写	

文
政　

元
年
（
一
八
一
八
）：〔
石
法
〕
石
川
翁
資
料
館
蔵
本
明
寺
法
親
書
写
本

・
書
写	

天
保　

七
年
（
一
八
三
六
）：〔
羽
瀧
〕
架
蔵
播
州
岸
上
弘
化
五
年
瀧
澤
書
写
本4

・
書
写	

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）：〔
西
借
〕
西
尾
文
庫
蔵
桝
屋
借
用
書
写
本

・
翻
刻
ノ
ミ	

嘉
永　

三
年
（
一
八
五
〇
）：〔
川
文
〕
川
端
市
太
郎
文
書
本5

・
書
写	

元
治　

二
年
（
一
八
六
五
）：〔
羽
生
〕
架
蔵
生
江
由
光
書
写
本

・
木
版
カ	

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）：〔
国
五
〕
国
立
国
会
図
書
館
蔵
五
角
堂
本

・
謄
写
版
カ	

明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）：〔
国
蓮
〕
国
立
国
会
図
書
館
蔵
蓮
光
寺
本

・
活
字
版	

明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）：〔
東
お
〕
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
蔵
『
お
し
へ
』
第
四
十
號
「
雜
纂
」
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・
活
字
版	

明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）：〔
農
號
〕
架
蔵
『
農
事
の
友
』
號
外

・
木
版
カ	

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）：〔
羽
新
〕
架
蔵
取
次
坂
井
新
吉
版
本

・
謄
写
版
カ	
大
正　

八
年
（
一
九
一
九
）：〔
京
麓
〕
京
都
大
学
文
学
研
究
科
蔵
麓
の
近
み
ち
本

・
活
字
版	
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）：〔
偲
附
〕『
偲
も
し
す
り
』
附
錄

◎
年
記
の
な
い
も
の

・
一
枚
刷	

：〔
羽
板
〕
架
蔵
一
枚
刷
板
木

・
一
枚
刷	

：〔
羽
浪
〕
架
蔵
浪
花
平
三
何
某
一
枚
刷

・
一
枚
刷	

：〔
早
一
〕
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
一
子
相
傳
一
枚
刷

・
一
枚
刷	

：〔
早
加
〕
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
加
納
順
樂
一
枚
刷

・
一
枚
刷	

：〔
中
塩
〕
中
山
家
文
書
塩
屋
與
三
兵
衞
一
枚
刷

・
一
枚
刷	

：〔
笠
一
〕
横
浜
開
港
資
料
館
委
託
小
笠
原
家
文
書
一
性
安
樂
丸
一
枚
刷

・
一
枚
刷	

：〔
歓
一
〕
施
主
大
坂
何
某
歓
心
舎
再
出
一
枚
刷
（
※
現
所
蔵
不
明
、
影
印
・
翻
刻
に
よ
る6

）

・
一
枚
刷	

：〔
凌
一
〕
凌
霄
文
庫
旧
蔵
後
藤
氏
施
印
一
枚
刷
（
※
現
所
蔵
不
明
、
影
印
・
翻
刻
に
よ
る7

）

・
木
版	

：〔
羽
静
〕
架
蔵
静
安
舎
施
印
版
本

・
木
版	

：〔
羽
寿
〕
架
蔵
山
田
佐
助
寿
版
本
（
※
現
存
二
冊
架
蔵
）

・
木
版	

：〔
羽
小
〕
架
蔵
小
谷
氏
施
印
版
本

・
木
版
カ	

：〔
一
田
〕
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
蔵
田
村
版
本

・
冊
子
カ	

：〔
河
集
〕
河
野
省
三
記
念
文
庫
蔵
施
印
集
本

・
書
写	

：〔
羽
片
〕
架
蔵
片
仮
名
書
写
本
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・
書
写	

：〔
羽
菊
〕
架
蔵
大
谷
持
主
菊
藏
書
写
本

・
書
写	

：〔
羽
奉
〕
架
蔵
一
枚
書
写
奉
書

・
書
写	
：〔
名
算
〕
名
古
屋
大
学
蔵
算
法
記
書
写
本

・
翻
刻
ノ
ミ	
：〔
菱
父
〕
菱
山
栄
造
氏
蔵
父
の
小
言
本8

・
翻
刻
ノ
ミ	

：〔
吉
佐
〕
吉
条
家
文
書
佐
味
田
村
諸
式
富
帳
本9

・
翻
刻
ノ
ミ	

：〔
西
文
〕
西
山
邦
雄
家
文
書
本10

・
翻
刻
ノ
ミ	

：〔
森
霊
〕
森
嘉
兵
衛
資
料
本11

・
翻
刻
ノ
ミ	

：〔
草
文
〕
草
彅
文
書
本12

・
翻
刻
ノ
ミ	

：〔
安
文
〕
安
川
新
也
文
書
書
置
覚13

　

さ
ら
に
、
存
在
の
み
は
確
認
さ
れ
る
が
、
稀
覯
本
で
あ
る
、
乃
至
、
個
人
蔵
で
あ
る
な
ど
し
て
、
管
見
に
内
容
ま
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
諸
本
が
あ
り
、〈
伝

来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
に
さ
ら
に
改
変
を
加
え
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
、
先
の
「〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
構
成
」
に
は
合
致
し
な
い
、
散
文
を
連
ね
る

も
の
も
あ
る
。
ま
た
、孤
立
す
る
も
の
な
が
ら
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
と
明
ら
か
に
関
わ
る
が
、一
部
に
お
い
て
差
別
化
が
は
か
ら
れ
る
、〈
伝
来
薬
「
心

躰
安
樂
丸
」〉
と
は
異
な
る
文
献
が
あ
る
。〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
の
広
ま
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
参
考
と
し
て
記
す
。

◎
存
在
の
み
が
確
認
さ
れ
る
も
の

・�『
明
治
文
學
』
第
八
號
、
明
治
文
學
會
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）。『
德
風
』
第
廿
四
號
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
、
目
次
に
「
◎
雜
錄
（
中
略
）
〇
心
體
安

樂
丸
（
曉
夢
齋
主
人
）」
と
あ
る
。「
發
行
所  

愛
知
縣
三
河
國
碧
海
郡
知
立
町
稱
念
寺
内  

德
風
發
行
所
」
と
あ
り
、
発
行
の
一
向
山
稱
念
寺
へ
の
書
面
で

の
問
合
せ
の
返
信
に
よ
る
と
、
残
部
は
全
て
法
應
山
西
方
寺
に
寄
贈
の
由
。
さ
ら
に
法
應
山
西
方
寺
へ
の
書
面
で
の
問
合
せ
に
よ
る
と
、『
德
風
』
残
部
は

御
所
蔵
だ
が
、『
德
風
』
第
廿
四
號
は
欠
番
。
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・�
林
正
章
「
孝
學
道
の
開
祖
と
そ
の
主
張
」『
文
獻
』
第
二
號
、
特
殊
文
庫
連
合
協
議
会
、
昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）。「
庶
民
教
化
と
し
て
の
心
學
の
地
歩

は
有
名
で
あ
る
が
無
窮
會
圖
書
館
に
は
孝
學
道
の
資
料
が
あ
る
か
ら
紹
介
し
た
い
。（
中
略
、「
孝
學
道
人
菅
原
友
山
」
の
略
歴
と
『
孝
連
人
物
考
』（
当
該

文
献
不
詳
）
か
ら
活
動
状
況
を
述
べ
る
由
）
孝
の
御
札
（
孝  

和
壽
連
滿
意
）
並
に
孝
養
ケ
條
の
略
書
（
孝
達
章
、
孝
德
章
、
孝
經
曰
、
心
體
安
樂
丸
な
ど

記
し
た
一
枚
刷
に
施
板
者
の
名
を
入
れ
た
も
の
、現
存
十
三
種
あ
り
）
を
施
し
に
出
し
、八
月
放
生
會
、二
月
孝
官
聖
廟
（
天
滿
宮
）
へ
の
代
参
は
二
人
づ
ゝ

孝
連
の
内
よ
り
相
勤
め
云
々
と
孝
學
所
の
活
動
狀
況
を
披
露
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

・�

尼
崎
市
史
編
集
事
務
局
『
尼
崎
市
史
編
集
資
料
目
録
集
一
〇
』
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）。「
二
八  

三
根
久
昌
氏
文
書
」
に
「
三
一
七  

極
楽
伝
来  

心
躰

安
楽
丸  

横
帳  

二
」
と
み
え
る
。

・
矢
島
玄
亮
編
『
本
館
所
蔵
未
刊
隨
筆
六
八
種
索
引
』
東
北
大
学
附
属
図
書
館
、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）。「
心
体
安
楽
丸
（
美
二
）」
と
み
え
る
。

・�

唐
澤
富
太
郎
『
図
説
近
代
百
年
の
教
育
』
国
土
社
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）。「
心
体
安
楽
丸
」
と
し
て
一
枚
刷
の
影
印
あ
り
、
縮
小
に
よ
り
判
読
不
可
。

唐
澤
博
物
館
へ
の
書
面
で
の
問
合
せ
の
返
信
に
よ
る
と
、
御
所
蔵
の
御
品
が
多
く
整
理
の
途
上
で
あ
り
、「
心
体
安
楽
丸
」
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
由
。

・�

広
瀬
恒
太
『
日
田
御
役
所
か
ら
日
田
県
へ
』「
第
一
項 

一
、
西
国
筋
郡
代 

―
塩
谷
大
四
郎
正
義
」
帆
足
コ
ウ
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）。「
…
…
又
民

百
姓
に
解
り
易
い
絵
や
文
章
で
周
知
に
努
め
る
「
勤
農
掛
札
」
や
「
極
楽
伝
来
心
体
安
楽
丸
」
等
誰
が
読
ん
で
も
判
る
文
句
で
民
政
に
と
け
込
む
周
知
方
法

は
異
色
で
あ
り
」
と
あ
る
。

・�

岐
阜
県
編
『
岐
阜
県
史  

通
史
編  

近
世
下
』
岐
阜
県
、
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）。「
方
県
郡
河
渡
村
の
村
木
家
」
に
「
ま
た
同
家
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
人
間
の
心
得
を
日
々
に
服
用
す
る
丸
薬
に
托
し
て
の
べ
た
も
の
も
あ
る
」
と
し
て
「
極
楽
待
来  

心
体
安
楽
丸
」
の
冒
頭
が
引
用
さ
れ
る
。

・�

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局
『
栃
木
県
史
料
所
在
目
録　

第
七
集
』
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）。「
田
村
（
吉
）
家
文
書
（
筆
者
注
：
上
三
川
町 

田
村
吉

隆
家
文
書
）」
に
「
〃
三
七
四　

極
楽
伝
来
心
躰
安
楽
丸
処
方
書
上
」
と
み
え
る
。

・�

鳩
ヶ
谷
市
文
化
財
保
護
委
員
会
編
『
鳩
ヶ
谷
市
の
古
文
書
第
九
集  

小
谷
三
志
門
人
著
作
集
Ⅰ 

―
鈴
木
頂
行
集
―
』
鳩
ヶ
谷
市
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
八
年

（
一
九
八
三
）。
同
書
に
「
八
王
子
豊
泉
家
文
書
」
と
し
て
、「
余
談
が
長
す
ぎ
た
が
、
こ
の
豊
泉
登
八
の
子
孫
、
八
王
子
市
新
町
の
豊
泉
正
男
家
に
は
、
昭

和
二
十
年
に
戦
災
を
う
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
不
二
道
文
献
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
大
部
分
は
豊
泉
登
七
の
写
本
で
、
最
古
は
嘉
永
七
年
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（
一
八
五
四
）
豊
泉
か
つ
の
写
本
で
「
孝
行
子
も
り
歌
」
と
表
題
が
あ
り
、
小
谷
三
志
作
の
「
子
も
り
う
た
」
次
い
で
「
十
二
月
の
ま
り
つ
き
歌
」「
一
つ
と

や
気
の
世
」「
孝
行
和
讃
」「
極
楽
伝
来
心
体
安
楽
丸
」
の
五
篇
が
写
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。

・�

大
谷
大
學
圖
書
館
『
大
谷
大
學
圖
書
館
藏
林
山
文
庫
目
錄
』
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）。「
極
樂
傳
來 

應
體
安
樂
丸
效
實　

其
身
野
德
成　

文
政
一
三

（
一
八
三
〇
）
一
册
（
附 

楠
傳
萬
能
膏
能
書
）　

外
大
六
四
四
四
」
と
み
え
る
。
複
写
停
止
、
な
ら
び
に
、
遠
方
に
よ
り
、
未
見
。

・�

穴
水
町
教
育
委
員
会
『
能
登
穴
水
藩
領
文
書
目
録
』
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）。「
中
居
南 

万
年
伝
次
郎
家
文
書
」「
Ｎ
雑
」
に
「
二　

極
楽
伝
来
心
体
安

楽
丸
（
木
版
）
不
詳
」
と
み
え
る
。

・�

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局
『
栃
木
県
史
料
所
在
目
録　

第
一
四
集
』
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）。「
旧
川
西　

阿
久
津
正
二
家
文
書
」
に
「
一
七
一
八　

広
告
（
極
楽
伝
来
、
心
躰
安
楽
丸
、
包
十
八
願
、
小
包
六
字
文
）
紙 

近
世
末
期
」
と
み
え
る
。

・�

岡
山
県
教
育
委
員
会
『
旧
矢
掛
本
陣
石
井
家
所
蔵
古
文
書
目
録　

―
昭
和
五
十
九
年
度
古
文
書
調
査
報
告
書
―
』
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）。「「
心
躰
安

楽
丸
」
引
札　

未
詳　

一
枚
」
と
み
え
る
。

・�

久
喜
市
史
編
さ
ん
室
『
久
喜
市
史
調
査
報
告
書
第
八
集　

書
家
文
書
目
録
（
Ⅰ
）』
埼
玉
県
久
喜
市
、
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）。「
中
太
庄
氏
収
集
文
書
」

に
「
二
五
二　

広
告
（
目
覚
御
薬
心
躰
安
楽
丸
）
幸
手
仲
光
寿
斉
荒
三
郎
施　

状
」
と
あ
る
。

・�

群
馬
県
教
育
委
員
会
事
務
局
部
長
室
県
史
編
さ
ん
室
『
群
馬
県
近
世
史
資
料
所
在
目
録
三
四　

山
田
郡
大
間
々
町
』
群
馬
県
教
育
委
員
会
、
平
成
二
年

（
一
九
九
〇
）。「
小
平　

鹿
沼
和
重
家
文
書
」
に
「
一
一
七　

心
躰
安
楽
丸
能
書　

弘
化
二
年
（
筆
者
注
：
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
））　

〃
一　

同
（
筆
者
注
：

鹿
沼
宗
五
郎
）」
と
み
え
る
。

・�

高
槻
市
総
務
部
文
書
課
資
料
係
編
『
高
槻
市
史
史
料
目
録
第
二
〇
号
』
高
槻
市
役
所
、
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）。「
摂
津
国
島
上
郡  

原
村  

谷
耕
治
家

文
書
目
録
」
に
「
九
三  

年
月
日
未
詳  

大
坂
何
某
施
板
「
心
体
安
楽
丸
」「
家
内
和
合
所
其
身
野
徳
成
」（
心
学
倫
理
心
得
書
）（
木
版
）  

九
八
―
一
」
と
み

え
る
。

・�

山
口
県
文
書
館
『
山
口
県
内
所
在
史
料
目
録　

第
二
七
集　

―
山
口
県
文
書
館
地
方
調
査
員
調
査
報
告　

二
七
―
』
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）。「
高
瀬
家

文
書
」
に
「
一
六
六　

薬
類
効
能
書
類
（
家
伝
神
明
散
、
御
園
白
粉
、
心
体
安
楽
丸
他
）」
と
み
え
る
。
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◎
散
文
で
連
ね
る
も
の

・
木
版　
　

安
政　

五
年
（
一
八
五
八
）：『
掃
寄
草
紙
』「
日
本
國
中
豊
年
安
樂
丸
」

・
木
版　
　

明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）：『
童
蒙
數
學
必
携
』
巻
之
上
雜
題
二
「
安
樂
丸
」 

・
活
字
版　

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）：『
少
年
世
界
』
第
壹
巻
第
四
號
「
日
本
國
中
心
躰
安
樂
丸
」 

・
活
字
版　

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）：『
中
學
生
薔
薇
號
』
第
貳
巻
第
五
號
「
日
本
國
中
心
體
安
樂
丸
」 

・
活
字
版　

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）：『
修
養
と
日
誌
』
五
月
八
日
「
一
代
安
樂
丸
」 

◎
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
と
類
似
し
明
ら
か
に
関
わ
り
の
あ
る
も
の

・�

書
写　
　

―
―　

―
年
（
―
―
―
―
）：
架
蔵
『
心
躰
安
養
丸
』
書
写
本

　

※�

記
さ
れ
る
題
目
は
「
心
〓
安
養
丸
」
で
あ
り
、「
〓
」
は
「
月
＋
本
」。
書
写
の
過
程
で
の
「
躰
」
の
異
体
、
乃
至
、
誤
写
と
み
な
し
、『
心
躰
安
養
丸
』

と
し
た
。

・�

木
版　
　

天
保　

六
年
（
一
八
三
五
）：
架
蔵
『
孝
の
道
』「
一
心
傳
受
家
内
相
續
丸
」

　

※�

文
言
の
羅
列
や
戯
人
名
が
類
似
し
、
該
当
文
献
の
異
な
る
箇
所
に
は
、〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
に
多
く
み
ら
れ
る
道
歌14と
近
い
、「
〇
ご
く
ら
く
ハ

西
に
も
あ
れ
バ
東
に
も
き
た
ミ
ち
さ
が
せ
ミ
な
ミ
に
も
あ
り
」
の
道
歌
が
載
る
。

　

こ
れ
ら
、
存
在
の
み
が
確
認
さ
れ
る
内
容
ま
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
諸
本
、
散
文
を
連
ね
る
諸
本
、〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
と
類
似
し
明
ら
か
に
関
わ

り
の
あ
る
文
献
は
、「〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
構
成
」
に
合
致
す
る
も
の
か
ら
着
想
を
得
て
作
成
の
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
直
接
に

比
較
す
る
に
は
構
成
そ
の
も
の
が
異
な
る
た
め
、
内
容
に
つ
い
て
は
本
稿
で
触
れ
な
い
。

　

右
の
実
態
把
握
よ
り
、〔
石
法
〕
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
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ら
に
こ
れ
ら
の
う
ち
、
確
認
で
き
た
も
の
に
限
っ
て
は
〔
羽
寿
〕
を
除
い
て
、
同
刷
・
同
筆
の
も
の
が
な
く
、
様
々
な
方
面
で
出
さ
れ
書
写
さ
れ
て
い
る
。〔
羽

板
〕
に
い
た
っ
て
は
板
木
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
用
い
た
一
枚
刷
は
管
見
に
な
い
。〔
羽
浪
〕
は
、
先
に
挙
げ
た
、
架
蔵
「
蕃
紅
花
人
參
湯
」
一
枚
刷
と
あ

わ
せ
て
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
薬
の
宣
伝
の
な
ぞ
ら
え
で
あ
っ
た
た
め
に
、
広
告
の
一
種
と
し
て
扱
わ
れ
、
廃
棄
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
よ
り

以
降
に
出
さ
れ
た
活
字
版
本
も
多
く
、
戦
前
期
ま
で
は
か
な
り
広
く
流
布
し
て
い
た
さ
ま
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、
現
存
の
諸
本
は
全
体
を
考
慮
す
れ
ば
九

牛
の
一
毛
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
比
較

　

構
成
の
《
前
文
》、《
本
文
》、《
後
文
》、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
に
あ
ら
わ
れ
る
統
一
の
文
言
を
示
し
、
該
当
の
文
言
の
有
無
に
よ
り
印
を
付
し
、
表
に
提
示
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
九
つ
の
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
五
つ
の
類
に
ま
と
め
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
詳
細
は
、
前
述
の
拙
稿
を
参
照
さ

れ
た
い
。
文
献
紹
介
と
し
て
は
本
来
、
手
を
加
え
ず
に
諸
本
の
み
を
比
較
し
た
表
を
示
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
紙
幅
と
閲
覧
の
便
宜
か
ら
、
指
標
と
し
て
九
つ

の
種
と
五
つ
の
類
の
く
く
り
を
設
け
た
。

　

表
の
外
に
別
し
て
記
し
た
も
の
を
含
め
、
便
宜
上
に
統
一
の
文
言
を
示
す
た
め
に
、
適
当
な
も
の
に
は
漢
字
を
あ
て
、
現
行
の
仮
名
づ
か
い
へ
改
め
た
。
諸

本
に
最
も
多
い
順
の
配
列
と
し
類
似
の
も
の
は
点
線
で
区
切
り
併
記
し
、
各
々
の
種
に
特
有
の
も
の
は
後
に
ま
わ
し
て
い
る
。
該
当
の
伝
本
に
し
か
な
く
孤
立

し
、
個
人
の
改
変
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
元
の
か
た
ち
が
他
の
諸
本
の
文
言
で
あ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
も
の
に
は
、
推
定
し
た
も
の
に
印
を
付
し
た
。
な
お
、
紙

幅
の
都
合
に
よ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
表
を
、【
第
一
類
―
第
二
類
】
と
【
第
三
類
―
第
五
類
】
と
に
分
け
た
。
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（
一
）《
前
文
》
箇
所

【《
前
文
》
第
一
類
―
第
二
類
】

【《
前
文
》
第
三
類
―
第
五
類
】

構
成

内
容

第
一
類

第
二
類

甲
種

乙
種

丙
種

乙
種
派
生

丁
種

早
一

菱
父

偲
附

西
文

石
法

羽
板

羽
生

名
算

羽
静

羽
浪

羽
菊

中
塩

一
田

森
霊

国
蓮

羽
寿

京
麓

東
お

文前

い
一
子
相
傳

〇

〇

極
樂
傳
來

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

神
隨
傳
來

一
性

は
大
包
四
拾
八
願
・
小
包
六
聞
願

〇

大
包
十
八
願
・
小
包
六
字
文

〇

〇

〇

〇

〇

〇

大
包
廿
四
孝
・
小
包
五
倫

〇

〇

用
則
福
壽
増
長
・
不
用
失
銭
遭
罪

〇

小
包
價
無
代
價

〇

大
含
四
十
全
・
小
包
廿
四
度

壹
包
・
十
八
妙

但
し
小
包
一
服
を
朝
夕
と
も
常
に
用

い
て
よ
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

第
一
身
を
潤
し
心
広
く
躰
ゆ
た
か
な

る
の
妙
薬

に
楽
し
み
は
命
の
外
に
何
あ
ら
ん
な
が

ら
え
て
見
よ
有
明
の
月

〇

慈
悲
心
に
憎
し
と
思
う
人
ぞ
な
き

罪
あ
る
人
の
な
お
憐
れ
な
り

ま
こ
と
な
き
心
の
闇
の
そ
ら
な
が
ら

願
え
ば
ま
こ
と
有
明
の
月

構
成

内
容

第
三
類

—

第
四
類

—

第
五

戊
種

乙
戊

己
種

庚
種

辛
種

丁
庚

壬
種

早
加

羽
片

農
號

国
五

羽
瀧

河
集

歓
一

川
文

凌
一

草
文

安
文

吉
佐

羽
小

西
借

羽
新

羽
奉

笠
一

文前

い
一
子
相
傳

極
樂
傳
來

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

神
隨
傳
來

〇

一
性

〇

は
大
包
四
拾
八
願
・
小
包
六
聞
願

大
包
十
八
願
・
小
包
六
字
文

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

大
包
廿
四
孝
・
小
包
五
倫

用
則
福
壽
増
長
・
不
用
失
銭
遭
罪

小
包
價
無
代
價

大
含
四
十
全
・
小
包
廿
四
度

〇

〇

壹
包
・
十
八
妙

〇

但
し
小
包
一
服
を
朝
夕
と
も
常
に
用

い
て
よ
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

第
一
身
を
潤
し
心
広
く
躰
ゆ
た
か
な

る
の
妙
薬

〇

〇

に
楽
し
み
は
命
の
外
に
何
あ
ら
ん
な
が

ら
え
て
見
よ
有
明
の
月

慈
悲
心
に
憎
し
と
思
う
人
ぞ
な
き

罪
あ
る
人
の
な
お
憐
れ
な
り

〇

〇

〇

ま
こ
と
な
き
心
の
闇
の
そ
ら
な
が
ら

願
え
ば
ま
こ
と
有
明
の
月

〇

〇

〇

24-11-349_009-羽鳥佑亮氏.indd   15124-11-349_009-羽鳥佑亮氏.indd   151 2025/02/13   16:32:062025/02/13   16:32:06



152

（
二
）《
本
文
》
箇
所

【《
本
文
》
第
一
類
―
第
二
類
】

構
成

内
容

第
一
類

第
二
類

甲
種

乙
種

丙
種

乙
種
派
生

丁
種

早
一

菱
父

偲
附

西
文

石
法

羽
板

羽
生

名
算

羽
静

羽
浪

羽
菊

中
塩

一
田

森
霊

国
蓮

羽
寿

京
麓

東
お

本文

ほ
（
効
能
）

〇

〇

〇

〇

（
配
剤
）

〇

親
孝
行
は
我
が
子
孫
の
た
め

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

祖
先
祭
親
孝
行
は
子
孫
繁
昌
の
的
を

〇

夫
の
父
母
へ
孝
行
は
子
孫
栄
ゆ
る
下
地

〇

親
に
孝
を
す
る
人
は
仕
合
せ
よ
く
子
孫
長
久
す
る
が
妙

親
孝
行
は
福
徳
円
満
の
も
と

民
を
憐
れ
む
の
君
は
日
月
の
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

民
を
貪
る
は
芽
出
し
の
草
を
摘
む
が
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

民
を
貪
る
は
国
の
乱
れ
を
進
む
る
ご
と
し

〇

忠
義
は
末
代
の
出
世
の
手
本

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

御
主
人
へ
忠
義
を
た
す
人
は
出
世
す
る
の
が
妙

不
忠
不
孝
は
人
面
の
獣

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

朝
夕
の
看
經
は
其
身
の
冥
加
の
御
礼

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

信
心
は
誠
の
あ
ら
わ
れ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

誠
は
寳
の
集
ま
り
所

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

読
物
は
道
の
案
内
者

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

自
慢
は
智
慧
の
行
き
当
た
り

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

自
慢
は
内
利
口
の
釈
迦

〇

負
け
惜
し
み
は
道
を
聞
く
暇
乞
い

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

負
け
惜
し
み
は
馬
鹿
利
口
の
見
せ
び
ら
き

〇

名
聞
は
張
子
の
虎
の
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

名
聞
は
張
子
の
達
磨
や
ぶ
れ
や
す
し

〇

小
人
の
紗
帽
長
羽
織
は
張
子
の
虎
の
ご
と
し

〇

問
い
弔
い
は
其
家
の
長
久
の
証
拠

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

祖
先
の
御
祭
す
る
は
其
身
の
長
久
の
証
拠

〇

家
業
の
激
し
き
は
賑
わ
い
の
も
と

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

産
業
の
勉
強
は
家
族
賑
わ
い
の
基

〇

非
道
の
金
持
は
三
ッ
子
に
花
を
持
た
せ
し
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

非
道
の
金
持
は
末
知
ら
ず

良
き
金
持
は
陰
徳
の
報
い

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

良
き
金
持
は
陰
徳
の
果
報

良
き
金
持
は
慈
悲
善
根
を
植
う
る
人

〇

陰
徳
は
楽
隠
居
の
下
繕
い

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

足
る
事
を
知
れ
ば
福
の
神

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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足
る
事
を
知
る
は
安
心
の
も
と

倹
約
を
知
る
人
は
富
貴
と
な
る
が
妙

驕
り
者
の
末
は
世
上
の
厄
介

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

商
人
は
売
先
買
先
は
父
母
の
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

無
慈
悲
の
し
わ
ん
ぼ
う
は
寳
の
番
人

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

始
末
は
冥
加
を
恐
れ
る
人

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

身
の
程
を
知
り
て
驕
ら
ぬ
は
名
利
を
恐
れ
る
人

〇

手
習
い
は
通
用
の
目
の
療
治

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

辛
抱
は
成
就
の
元
手

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

堪
忍
の
な
ら
ぬ
は
心
の
掃
除
の
足
ら
ぬ
故

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

諦
め
は
心
の
養
生

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

神
社
仏
閣
へ
参
詣
す
る
は
正
直
の
洗
濯

〇

遊
山
見
物
参
詣
事
は
心
の
養
生

〇

堪
忍
は
其
身
の
長
久
の
元
手

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

堪
忍
の
二
字
は
一
生
の
守
札

〇

堪
忍
は
一
生
の
守
本
尊

何
事
も
堪
忍
は
一
生
心
身
堅
固
の
基

〇

短
気
は
其
身
の
腹
切
り
刀

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

我
慢
は
拳
の
当
た
り
所

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

妬
み
は
其
身
の
仇
敵

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 

〇

〇

〇

〇

〇

喧
嘩
は
後
悔
の
元
手

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

喧
嘩
口
論
は
後
悔
の
元
手

〇

〇

家
内
喧
嘩
は
貧
乏
の
種
ま
き

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

家
内
和
順
は
福
の
神
の
御
祭

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

後
悔
は
其
前
方
の
不
案
内

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

博
奕
は
毒
と
知
っ
て
毒
を
呑
む
が
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

博
奕
は
知
っ
た
る
毒
を
呑
む
が
ご
と
し

佞
人
は
真
綿
に
針
を
包
む
が
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

人
を
嫉
む
は
衰
え
の
下
地

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

妬
み
嫉
み
は
衰
え
の
下
地

か
す
り
と
り
は
罪
咎
の
掃
溜

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

人
を
謗
る
は
己
が
悪
し
き
故

〇

〇

〇

〇

人
を
悪
し
く
い
う
は
己
が
悪
し
き
故

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

あ
り
の
ま
ま
は
正
直
の
看
板

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

小
食
は
長
生
の
し
る
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

大
食
は
命
の
取
越
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

大
酒
は
命
の
取
越
し

〇

〇

〇

大
酒
大
食
は
命
の
取
越
し

〇

〇

飲
食
を
過
ぐ
す
人
は
短
命
な
る
事
が
妙

大
酒
遊
藝
は
末
の
身
知
ら
ず

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

大
酒
遊
藝
は
貧
乏
神
の
御
祭

大
酒
女
郎
買
い
は
ま
ご
つ
き
の
下
ご
し
ら
え

〇

〇

〇

悪
人
は
刀
の
試
し
者

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

善
人
は
五
常
の
鑑

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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【《
本
文
》
第
一
類
―
第
二
類
】
に
つ
い
て
、
こ
の
他
、
第
二
類
乙
種
派
生
〔
森
霊
〕
に
あ
る
、「
孝
行
は
天
地
の
恩
を
報
ず
る
ご
と
し
」、「
君
臣
父
子
の
道
は
天
地

の
ご
と
し
」、「
鳩
に
三
枝
の
礼
あ
れ
ば
烏
に
も
反
哺
の
孝
あ
り
」、「
孝
あ
る
者
は
忠
あ
り
身
を
慎
む
は
忠
孝
の
も
と
」、「
民
百
姓
は
人
間
の
命
の
親
玉
」、「
民
百
姓

の
油
を
絞
る
は
下
々
の
暗
闇
」、「
主
親
も
憐
れ
み
あ
れ
ば
忠
孝
の
人
多
し
」、「
飯
汁
は
生
涯
の
守
本
尊
」、「
五
常
の
嗜
み
は
五
穀
の
ご
と
し
」、「
た
だ
に
立
身
出
世

を
好
む
は
青
田
を
刈
る
が
ご
と
し
」、「
善
を
謗
る
は
外
道
の
本
人
」、「
人
の
悪
を
憂
を
悦
ぶ
は
人
非
人
」、「
悪
人
を
見
て
善
心
に
直
す
が
人
の
道
」、「
両
舌
は
心
で

し
だ
す
偽
金
遣
い
」、「
悋
気
嫉
妬
は
互
い
に
離
縁
の
さ
き
が
け
」、「
公
事
沙
汰
を
好
む
は
手
の
良
い
牢
舎
」、「
理
に
賢
き
は
七
歳
の
翁
理
に
暗
き
は
百
歳
の
童
」、「
短

慮
は
智
慧
浅
く
気
儘
ゆ
え
」、「
苦
の
世
界
を
し
の
ぐ
は
御
釈
迦
の
難
行
」、「
骨
病
み
は
朽
木
の
ご
と
し
」、「
自
堕
落
は
二
便
所
の
戸
障
子
」、「
油
断
は
敵
慎
み
は
味

方
な
り
」、「
良
き
友
は
身
の
薬
用
悪
し
き
友
は
身
の
持
病
と
な
る
」、「
作
法
を
破
る
者
は
我
と
首
を
縊
る
が
ご
と
し
」、「
悪
を
企
む
者
は
毒
の
問
屋
」、「
媚
び
諂
い

は
朝
露
の
ご
と
し
」、「
軽
薄
は
嘘
の
上
段
」、「
無
慈
悲
の
金
持
は
そ
の
身
一
代
長
者
に
二
代
な
し
」、「
質
屋
の
庫
よ
り
火
事
出
る
と
い
う
こ
と
あ
り
」、「
貧
福
は
所

帯
に
よ
ら
ず
そ
の
心
々
に
貧
福
あ
り
」、「
足
る
事
を
知
ら
ざ
れ
ば
餓
鬼
道
」、「
家
内
倹
約
は
子
孫
長
久
の
礎
」、「
上
ら
る
人
を
敬
わ
ず
諸
人
に
敬
愛
な
き
は
人
間
の

皮
か
ぶ
り
」、「
使
う
人
の
務
め
は
恵
み
使
わ
れ
る
人
の
務
め
は
忠
孝
の
道
理
」、「
旦
那
は
頭
の
ご
と
く
召
使
の
者
手
足
の
ご
と
し
」、「
福
は
寝
て
待
て
と
は
寝
た
る

心
に
邪
な
く
」、「
顔
形
の
よ
き
女
房
は
宝
に
あ
ら
ず
心
の
よ
き
が
宝
な
り
」、「
そ
ろ
ば
ん
は
世
帯
の
秤
」、「
諸
藝
は
身
に
付
い
た
る
宝
物
」、「
驕
る
は
身
を
滅
ぼ
す

早
飛
脚
」、「
不
正
直
に
て
神
仏
を
祈
る
は
罰
を
願
う
に
同
じ
」、「
両
親
は
墨
矩
子
供
は
鑿
鉋
の
ご
と
し
」、「
師
匠
は
似
我
蜂
弟
子
は
青
虫
我
子
と
な
る
が
ご
と
し
」、

「
非
道
の
わ
ざ
を
す
る
人
は
剣
の
山
に
登
る
が
ご
と
し
」、「
生
き
な
が
ら
性
を
転
ぜ
し
真
似
牛
寺
に
往
生
寺
」、「
因
果
の
道
理
を
弁
え
て
善
と
悪
と
の
種
が
大
事
」、「
鈍

で
も
金
持
は
過
去
に
良
き
種
あ
る
人
」、「
利
発
で
も
貧
乏
は
善
根
の
種
な
き
人
」、「
人
の
死
す
る
を
見
て
隣
の
火
事
と
思
う
べ
し
」、「
あ
る
上
に
欲
を
す
る
は
死
ぬ

る
を
知
ら
ぬ
人
」、「
死
ぬ
こ
と
を
知
れ
ば
六
文
銭
も
法
度
」、「
生
き
た
る
う
ち
に
褒
め
ら
る
る
人
は
こ
の
世
か
ら
の
仏
」、「
仏
と
仏
の
世
界
な
れ
ば
極
楽
参
り
が
互

い
に
大
事
な
り
」、「
人
多
け
れ
ば
国
家
賑
わ
う
一
人
に
て
も
出
生
大
事
大
事
」、「
目
連
尊
者
も
母
の
た
め
盆
祭
り
が
そ
の
し
る
し
」、「
唯
心
の
浄
土
と
は
心
の
浄
土

を
悟
る
べ
し
」、「
己
身
の
弥
陀
と
は
男
女
の
相
に
関
わ
ら
ず
」、「
仏
心
宗
の
旦
那
方
高
く
眼
を
つ
け
て
見
よ
」
は
管
見
の
他
の
諸
本
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。

　

同
じ
く
、
第
二
類
乙
種
派
生
〔
国
蓮
〕
に
あ
る
、「
敬
神
愛
國
の
念
は
其
家
長
久
の
立
石
」、「
天
理
人
道
の
行
な
い
は
直
事
の
生
ゆ
る
実
う
え
」、「
物
に
格

て
知
る
致
す
は
治
國
安
民
の
苗
代
」、「
読
書
の
多
き
を
是
と
す
る
は
他
の
寳
を
数
う
る
が
ご
と
し
」、「
一
紙
半
様
も
熟
知
せ
ば
一
字
千
金
」、「
一
言
半
句
を
得

て
行
解
相
応
せ
ば
一
生
の
寳
」、「
師
に
付
き
て
学
ば
ざ
る
は
寳
の
山
よ
り
空
手
戻
り
」、「
聖
典
を
読
む
は
人
道
往
来
の
道
中
記
」、「
講
釈
を
聞
き
得
る
は
暗
夜
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の
提
燈
」、「
書
物
は
人
間
一
代
諸
病
の
能
書
」、「
日
々
の
品
行
は
病
を
治
す
る
の
良
薬
な
り
」、「
道
を
知
り
て
行
わ
ざ
る
は
米
櫃
を
枕
に
餓
え
と
お
る
人
」、「
書

を
読
み
て
義
を
知
ら
ざ
る
は
盲
者
の
京
行
き
」、「
聲
音
の
義
理
分
暁
な
き
は
鸚
鵡
の
人
」、「
不
学
不
教
は
あ
た
か
も
卞
和
の
璞
を
哭
す
る
が
ご
と
し
」、「
軀
を

餝
り
て
作
す
こ
と
を
知
ら
ざ
る
は
芝
居
の
看
板
」、「
形
だ
け
の
業
を
す
る
は
芝
居
の
藝
者
」、「
金
銀
だ
け
の
藝
を
見
せ
る
は
千
両
役
者
」、「
我
慢
偏
屈
は
世
を

渡
る
橋
の
不
案
内
」
は
管
見
の
他
の
諸
本
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、
第
二
類
丁
種
諸
本
に
あ
る
、「
追
加
：
朝
起
き
は
其
身
達
者
の
も
と
い
」、「
追
加
：
朝
寐
は
其
身
病
身
の
も
と
い
」、「
追
加
：
楽
は
苦
の
種
苦
は
楽

の
種
」
は
、
第
二
類
丁
種
と
第
四
類
庚
種
を
披
見
し
あ
わ
せ
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
〔
羽
奉
〕
に
あ
る
こ
と
を
除
き
他
系
統
に
確
認
さ
れ
ず
、
第
二
類
丁
種

の
特
徴
で
あ
る
。

　
【《
本
文
》
第
三
類
―
第
五
類
】
に
つ
い
て
、こ
の
他
、第
三
類
戊
種
諸
本
に
あ
る
、「
主
人
と
親
の
無
理
は
慈
悲
よ
り
出
る
」、「
父
母
の
恩
は
海
山
の
ご
と
し
」、

「
子
を
愛
す
る
ほ
ど
親
に
孝
行
す
べ
し
」、「
慈
悲
知
ら
ず
は
身
知
ら
ず
」、
●
「
貧
乏
は
慳
貪
邪
見
の
し
る
し
」、「
千
畳
敷
に
寐
る
も
一
畳
」、
●
「
よ
こ
し
ま

事
は
其
身
の
仇
」、「
好
み
し
美
麗
な
衣
服
は
心
の
内
の
汚
れ
看
板
」、「
身
贔
屓
は
其
身
の
仇
」、「
慈
悲
は
諸
善
の
根
本
」、「
名
利
は
功
徳
の
仇
敵
」、「
人
を
悪

し
く
思
う
は
身
贔
屓
の
強
き
故
」、
●
「
悪
事
を
教
え
る
人
は
無
分
別
の
御
頭
」、
●
「
負
嫌
い
は
猿
智
恵
の
大
将
」、「
財
宝
は
未
来
の
貯
え
に
な
ら
ず
」、「
小

事
は
大
事
の
も
と
」、「
正
直
は
其
身
の
寳
」、
●
「
殺
生
は
短
命
災
い
の
支
度
」、「
世
間
の
楽
し
み
は
苦
し
み
の
下
繕
い
」、「
信
心
は
功
徳
の
元
手
」、「
人
事

い
う
よ
り
己
が
癖
を
な
お
す
べ
し
」、
●
「
後
生
の
勤
め
は
安
楽
を
得
る
要
行
」、「
人
の
疵
を
い
う
は
我
が
疵
の
引
札
」
は
、「
●
」
を
付
し
た
も
の
が
第
二
類

乙
種
と
第
三
類
戊
種
を
披
見
し
あ
わ
せ
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
〔
国
五
〕
に
あ
る
こ
と
を
除
き
他
系
統
に
確
認
さ
れ
ず
、第
三
類
戊
種
の
特
徴
で
あ
る
（〔
国

五
〕
で
は
、
第
三
類
戊
種
「
主
人
と
親
の
無
理
は
慈
悲
よ
り
出
る
」
の
変
形
で
あ
る
「
主
人
と
親
の
無
理
は
当
た
り
前
」
と
、
第
三
類
戊
種
「
信
心
は
功
徳
の

元
手
」
の
変
形
で
あ
る
「
信
心
は
徳
を
得
る
も
と
」
を
も
ち
、
さ
ら
に
、「
淫
事
は
命
根
を
断
つ
剣
」、「
三
寳
を
謗
る
は
さ
す
る
手
に
喰
い
付
く
犬
の
ご
と
し
」

を
増
補
す
る
）。
第
三
類
戊
種
〔
農
號
〕
で
は
、
さ
ら
に
、「
腹
八
分
に
醫
者
い
ら
ず
」、「
野
蠻
は
病
人
の
首
切
り
臺
」、「
災
は
口
よ
り
出
で
病
は
口
よ
り
入
る
」、

「
予
防
の
一
斤
は
治
療
の
百
斤
に
優
る
」
を
増
補
す
る
。

　

ま
た
、
第
四
類
庚
種
諸
本
に
あ
る
、「
信
力
固
く
ば
災
い
起
こ
る
こ
と
な
し
」、「
語
多
き
は
物
知
ら
ざ
る
の
し
る
し
」、「
片
意
地
者
は
後
悔
の
は
じ
め
」
は
、

第
二
類
丁
種
と
第
四
類
庚
種
を
披
見
し
あ
わ
せ
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
〔
羽
奉
〕
に
あ
る
こ
と
を
除
き
他
系
統
に
確
認
さ
れ
ず
、第
四
類
庚
種
の
特
徴
で
あ
る
。
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構
成

内
容

第
三
類

—

第
四
類

—

第
五

戊
種

乙
戊

己
種

庚
種

辛
種

丁
庚

壬
種

早
加

羽
片

農
號

国
五

羽
瀧

河
集

歓
一

川
文

凌
一

草
文

安
文

吉
佐

羽
小

西
借

羽
新

羽
奉

笠
一

本文

ほ
（
効
能
）

〇

〇

〇

（
配
剤
）

親
孝
行
は
我
が
子
孫
の
た
め

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

祖
先
祭
親
孝
行
は
子
孫
繁
昌
の
的
を

夫
の
父
母
へ
孝
行
は
子
孫
栄
ゆ
る
下
地

親
に
孝
を
す
る
人
は
仕
合
せ
よ
く
子
孫
長
久
す
る
が
妙

〇

親
孝
行
は
福
徳
円
満
の
も
と

〇

〇

〇

民
を
憐
れ
む
の
君
は
日
月
の
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

民
を
貪
る
は
芽
出
し
の
草
を
摘
む
が
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

民
を
貪
る
は
国
の
乱
れ
を
進
む
る
ご
と
し

忠
義
は
末
代
の
出
世
の
手
本

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

御
主
人
へ
忠
義
を
た
す
人
は
出
世
す
る
の
が
妙

〇

不
忠
不
孝
は
人
面
の
獣

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

朝
夕
の
看
經
は
其
身
の
冥
加
の
御
礼

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

信
心
は
誠
の
あ
ら
わ
れ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

誠
は
寳
の
集
ま
り
所

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

読
物
は
道
の
案
内
者

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

自
慢
は
智
慧
の
行
き
当
た
り

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

自
慢
は
内
利
口
の
釈
迦

負
け
惜
し
み
は
道
を
聞
く
暇
乞
い

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

負
け
惜
し
み
は
馬
鹿
利
口
の
見
せ
び
ら
き

名
聞
は
張
子
の
虎
の
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

名
聞
は
張
子
の
達
磨
や
ぶ
れ
や
す
し

小
人
の
紗
帽
長
羽
織
は
張
子
の
虎
の
ご
と
し

問
い
弔
い
は
其
家
の
長
久
の
証
拠

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

祖
先
の
御
祭
す
る
は
其
身
の
長
久
の
証
拠

家
業
の
激
し
き
は
賑
わ
い
の
も
と

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

産
業
の
勉
強
は
家
族
賑
わ
い
の
基

非
道
の
金
持
は
三
ッ
子
に
花
を
持
た
せ
し
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

非
道
の
金
持
は
末
知
ら
ず

〇

〇

〇

〇

良
き
金
持
は
陰
徳
の
報
い

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

良
き
金
持
は
陰
徳
の
果
報

〇

〇

〇

良
き
金
持
は
慈
悲
善
根
を
植
う
る
人

陰
徳
は
楽
隠
居
の
下
繕
い

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

足
る
事
を
知
れ
ば
福
の
神

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

足
る
事
を
知
る
は
安
心
の
も
と

〇

〇

〇

倹
約
を
知
る
人
は
富
貴
と
な
る
が
妙

〇

【《
本
文
》
第
三
類
―
第
五
類
】
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驕
り
者
の
末
は
世
上
の
厄
介

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

商
人
は
売
先
買
先
は
父
母
の
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

無
慈
悲
の
し
わ
ん
ぼ
う
は
寳
の
番
人

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

始
末
は
冥
加
を
恐
れ
る
人

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

身
の
程
を
知
り
て
驕
ら
ぬ
は
名
利
を
恐
れ
る
人

手
習
い
は
通
用
の
目
の
療
治

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

辛
抱
は
成
就
の
元
手

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

堪
忍
の
な
ら
ぬ
は
心
の
掃
除
の
足
ら
ぬ
故

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

諦
め
は
心
の
養
生

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

神
社
仏
閣
へ
参
詣
す
る
は
正
直
の
洗
濯

遊
山
見
物
参
詣
事
は
心
の
養
生

堪
忍
は
其
身
の
長
久
の
元
手

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

堪
忍
の
二
字
は
一
生
の
守
札

堪
忍
は
一
生
の
守
本
尊

〇

〇

〇

〇

何
事
も
堪
忍
は
一
生
心
身
堅
固
の
基

短
気
は
其
身
の
腹
切
り
刀

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

我
慢
は
拳
の
当
た
り
所

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

妬
み
は
其
身
の
仇
敵

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

喧
嘩
は
後
悔
の
元
手

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

喧
嘩
口
論
は
後
悔
の
元
手

〇

家
内
喧
嘩
は
貧
乏
の
種
ま
き

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

家
内
和
順
は
福
の
神
の
御
祭

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

後
悔
は
其
前
方
の
不
案
内

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

博
奕
は
毒
と
知
っ
て
毒
を
呑
む
が
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

博
奕
は
知
っ
た
る
毒
を
呑
む
が
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

佞
人
は
真
綿
に
針
を
包
む
が
ご
と
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

人
を
嫉
む
は
衰
え
の
下
地

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

妬
み
嫉
み
は
衰
え
の
下
地

〇

〇

〇

〇

か
す
り
と
り
は
罪
咎
の
掃
溜

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

人
を
謗
る
は
己
が
悪
し
き
故

人
を
悪
し
く
い
う
は
己
が
悪
し
き
故

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

あ
り
の
ま
ま
は
正
直
の
看
板

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

小
食
は
長
生
の
し
る
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

大
食
は
命
の
取
越
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

大
酒
は
命
の
取
越
し

大
酒
大
食
は
命
の
取
越
し

飲
食
を
過
ぐ
す
人
は
短
命
な
る
事
が
妙

〇

大
酒
遊
藝
は
末
の
身
知
ら
ず

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

大
酒
遊
藝
は
貧
乏
神
の
御
祭

〇

〇

〇

〇

大
酒
女
郎
買
い
は
ま
ご
つ
き
の
下
ご
し
ら
え

〇

悪
人
は
刀
の
試
し
者

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

善
人
は
五
常
の
鑑

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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（
三
）《
後
文
》
箇
所

【《
後
文
》
第
一
類
―
第
二
類
】

構
成

内
容

第
一
類

第
二
類

甲
種

乙
種

丙
種

乙
種
派
生

丁
種

早
一

菱
父

偲
附

西
文

石
法

羽
板

羽
生

名
算

羽
静

羽
浪

羽
菊

中
塩

一
田

森
霊

国
蓮

羽
寿

京
麓

東
お

後文

へ

此
御
薬
の
功
能
あ
げ
て
数
え
難
し

あ
ら
ま
し
の
分
ま
ず
い
ず
れ
な
り
と
も
用
い
て
知
る
べ
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

此
丸
薬
を
持
薬
に
用
候
御
方
は

何
程
の
悪
病
た
り
と
も
速
功
有

第
一
出
世
を
し
て
運
強
金
銀
財
宝
を
得
て

諸
人
親
し
み
深
く
何
の
苦
労
も
な
く

一
性
を
安
楽
に
送
る
こ
と
用
い
て
知
る
べ
し

右
教
訓
薬
幼
童
大
人
常
に
用
い
て

生
涯
安
楽
無
病
長
寿
疑
い
な
し

〇

〇

右
い
ず
れ
も
空
に
て
呑
み
こ
む
べ
し

す
べ
て
大
人
小
児
と
も
不
断
に
用
ゆ
る
と
き
は

無
量
の
福
徳
を
得
て
一
生
無
痕
に
諸
人
の
気
請
よ
く

家
業
繁
昌
子
孫
長
久
す
る
こ
と
更
に
疑
い
な
し

此
文
を
見
え
や
す
き
所
に
張
置
き
常
々
心
懸
け

無
智
の
人
に
は
読
聞
か
す
べ
し

善
は
其
身
を
扶
け
人
を
救
う

悪
は
其
身
を
滅
ぼ
し
人
を
損
な
う
な
り

是
を
見
聞
し
て
悪
を
慎
み
善
を
志
す
べ
し

右
三
首
の
歌
の
通
り
心
得
れ
ば
い
か
な
る
十
悪
五
逆

の
重
病
も
本
復
し
て
仏
に
な
る
べ
し

右
百
ヶ
條
の
功
能
は
善
に
つ
き
悪
に
つ
き
用
い
て

見
ざ
れ
ば
知
れ
ず
仏
も
元
は
凡
夫
な
り

さ
れ
ば
に
や
五
戒
よ
り
弐
百
五
十
戒
ま
で
の
功
能
を

と
き
給
う

遺
教
経
に
曰
く
堪
忍
の
徳
た
る
こ
と

持
戒
苦
行
も
及
ぶ
こ
と
あ
た
わ
ず

ま
た
孝
を
名
づ
け
而
て
戒
行
と
な
す

一
切
諸
経
法
算
経
に
も

一
切
衆
生
皆
是
吾
子
と
あ
る
も

実
の
一
字
を
説
き
給
え
り

然
れ
ば
五
常
の
道
に
不
遜
者
乎

〇

右
の
御
薬
は
親
子
夫
婦
兄
第
一
切
差
合
い
な
し

但
し
此
病
は
易
き
こ
と
に
思
召
皆
人
知
る
所
に
し
て

御
用
い
難
き
御
方
は
身
と
家
を
持
ち
が
た
し

御
先
祖
を
思
い
身
を
知
る
御
方
は
早
く
此
病
根
を
知
っ
て

一
性
を
一
廻
り
と
し
て
呉
々
も

昼
夜
怠
り
な
く
御
用
い
可
被
下
候

尤
も
小
児
か
る
き
御
方
は

日
々
三
度
づ
つ
噛
ん
で
御
含
め
可
被
下
候

其
外
功
能
あ
ま
た
あ
れ
ど
こ
こ
に
略
す

近
来
紛
ら
わ
し
き
類
薬
多
く
ご
ざ
る

日
月
星
を
御
目
当
て
に
御
求
可
被
下
候
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と

極
楽
は
西
に
も
あ
れ
ば
東
に
も

北
み
ち
さ
が
せ
南
に
も
あ
る

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

神
界
は
西
に
も
あ
れ
ば
東
に
も

北
み
ち
さ
が
せ
南
に
も
あ
る

後
生
と
は
聞
け
ば
遠
き
に
似
た
れ
ど
も

知
ら
ず
や
今
日
も
其
日
な
る
ら
ん

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

心
こ
そ
心
迷
わ
す
心
な
り

心
に
心
心
許
す
な

〇

〇

〇

曳
か
れ
な
ば
悪
し
き
道
に
も
入
り
ぬ
べ
し

心
の
駒
に
手
綱
許
す
な

ひ
と
り
を
ば
つ
つ
し
む
心
み
な
持
た
ば

さ
ぞ
安
楽
な
人
の
世
の
中

人
を
責
め
己
を
許
す
心
こ
そ

鳥
獣
の
類
な
り
け
り

常
に
た
だ
今
死
ぬ
る
ぞ
と
思
う
の
み

（
止
悪
・
下
愚
も
）
修
善
に
進
む
（
極
楽
・
妙
薬
）

夢
の
世
の
ま
ま
な
ら
ぬ
を
も
悲
し
き
に

地
獄
の
苦
患
い
か
が
あ
る
ら
ん

慎
め
よ
無
理
と
不
実
と
強
欲
と

驕
り
に
好
事
不
足
云
分

文
書
よ
り
も
財
寳
よ
り
も
陰
徳
は

家
に
つ
み
お
け
子
孫
長
久

上
見
れ
ば
及
ば
ぬ
事
ぞ
多
か
り
き

笠
着
て
暮
ら
せ
お
の
が
心
に

〇

〇

堪
忍
の
な
る
堪
忍
は
誰
も
す
る

な
ら
ぬ
堪
忍
す
る
が
堪
忍

〇

〇

堪
忍
は
我
身
の
た
め
の
堪
忍
ぞ

人
に
堪
忍
す
る
と
思
う
な

〇

〇

足
れ
ば
足
る
足
ら
ね
ば
足
ら
ぬ
足
る
物
を

足
ら
ぬ
は
お
の
が
足
ら
ぬ
な
り
け
り

〇

〇

事
足
れ
ば
足
る
に
任
せ
て
事
足
ら
ず

足
ら
で
事
足
る
身
こ
そ
安
け
れ

〇

〇

ち

胸
中
五
臓
通
（
臍
下
）

〇

〇

〇

〇

家
内
和
合
所

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

家
内
調
合
所

本
家
和
合
所

本
家
調
合
所

り

常
に
心
に
掛
く
れ
ば

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

其
身
野
德
成

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

神
儒
佛
三
道

売
弘
所

知
遇
改
町
＼
神
儒
仏
兼
所
＼
忠
孝
道
エ
門

諸
悪
莫
作
修
善
奉
行
衆
江

〇

此
方
よ
り
無
理
非
道
は
一
切
出
し
不
申
候

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

ぬ

右
此
書
其
九
州
よ
り
参

二
十
四
輩
よ
り
う
つ
し
と
り
玉
也

〇

右
は
或
方
に
て
承
り
し
一
口
教
訓
に
て
候

尤
も
耳
馴
た
る
も
の
故

女
子
が
た
児
童
衆
な
ど
の
口
ず
さ
み
給
わ
ば

少
し
き
補
い
に
も
な
り
侍
ら
ん
か
と
存
じ
書
写
し
申
候

右
前
文
は
去
る
御
方
よ
り
承
り

御
慰
に
も
相
成
候
ん
と
存
書
記
…
…

（
施
印
・
配
布
の
由
）

〇

〇

〇

〇
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【《
後
文
》
第
三
類
―
第
五
類
】

構
成

内
容

第
三
類

—

第
四
類

—

第
五

戊
種

乙
戊

己
種

庚
種

辛
種

丁
庚

壬
種

早
加

羽
片

農
號

国
五

羽
瀧

河
集

歓
一

川
文

凌
一

草
文

安
文

吉
佐

羽
小

西
借

羽
新

羽
奉

笠
一

後文

へ

此
御
薬
の
功
能
あ
げ
て
数
え
難
し

あ
ら
ま
し
の
分
ま
ず
い
ず
れ
な
り
と
も
用
い
て
知
る
べ
し

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

此
丸
薬
を
持
薬
に
用
候
御
方
は

何
程
の
悪
病
た
り
と
も
速
功
有

第
一
出
世
を
し
て
運
強
金
銀
財
宝
を
得
て

諸
人
親
し
み
深
く
何
の
苦
労
も
な
く

一
性
を
安
楽
に
送
る
こ
と
用
い
て
知
る
べ
し

〇

右
教
訓
薬
幼
童
大
人
常
に
用
い
て

生
涯
安
楽
無
病
長
寿
疑
い
な
し

〇

右
い
ず
れ
も
空
に
て
呑
み
こ
む
べ
し

す
べ
て
大
人
小
児
と
も
不
断
に
用
ゆ
る
と
き
は

無
量
の
福
徳
を
得
て
一
生
無
痕
に
諸
人
の
気
請
よ
く

家
業
繁
昌
子
孫
長
久
す
る
こ
と
更
に
疑
い
な
し

〇

〇

〇

此
文
を
見
え
や
す
き
所
に
張
置
き
常
々
心
懸
け

無
智
の
人
に
は
読
聞
か
す
べ
し

善
は
其
身
を
扶
け
人
を
救
う

悪
は
其
身
を
滅
ぼ
し
人
を
損
な
う
な
り

是
を
見
聞
し
て
悪
を
慎
み
善
を
志
す
べ
し

〇

〇

〇

右
三
首
の
歌
の
通
り
心
得
れ
ば
い
か
な
る
十
悪
五
逆

の
重
病
も
本
復
し
て
仏
に
な
る
べ
し

〇

右
百
ヶ
條
の
功
能
は
善
に
つ
き
悪
に
つ
き
用
い
て

見
ざ
れ
ば
知
れ
ず
仏
も
元
は
凡
夫
な
り

さ
れ
ば
に
や
五
戒
よ
り
弐
百
五
十
戒
ま
で
の
功
能
を

と
き
給
う

遺
教
経
に
曰
く
堪
忍
の
徳
た
る
こ
と

持
戒
苦
行
も
及
ぶ
こ
と
あ
た
わ
ず

ま
た
孝
を
名
づ
け
而
て
戒
行
と
な
す

一
切
諸
経
法
算
経
に
も

一
切
衆
生
皆
是
吾
子
と
あ
る
も

実
の
一
字
を
説
き
給
え
り

然
れ
ば
五
常
の
道
に
不
遜
者
乎

右
の
御
薬
は
親
子
夫
婦
兄
第
一
切
差
合
い
な
し

但
し
此
病
は
易
き
こ
と
に
思
召
皆
人
知
る
所
に
し
て

御
用
い
難
き
御
方
は
身
と
家
を
持
ち
が
た
し

御
先
祖
を
思
い
身
を
知
る
御
方
は
早
く
此
病
根
を
知
っ
て

一
性
を
一
廻
り
と
し
て
呉
々
も

昼
夜
怠
り
な
く
御
用
い
可
被
下
候

尤
も
小
児
か
る
き
御
方
は

日
々
三
度
づ
つ
噛
ん
で
御
含
め
可
被
下
候

其
外
功
能
あ
ま
た
あ
れ
ど
こ
こ
に
略
す

〇

近
来
紛
ら
わ
し
き
類
薬
多
く
ご
ざ
る

日
月
星
を
御
目
当
て
に
御
求
可
被
下
候

〇
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と

極
楽
は
西
に
も
あ
れ
ば
東
に
も

北
み
ち
さ
が
せ
南
に
も
あ
る

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

神
界
は
西
に
も
あ
れ
ば
東
に
も

北
み
ち
さ
が
せ
南
に
も
あ
る

〇

後
生
と
は
聞
け
ば
遠
き
に
似
た
れ
ど
も

知
ら
ず
や
今
日
も
其
日
な
る
ら
ん

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

心
こ
そ
心
迷
わ
す
心
な
り

心
に
心
心
許
す
な

曳
か
れ
な
ば
悪
し
き
道
に
も
入
り
ぬ
べ
し

心
の
駒
に
手
綱
許
す
な

〇

〇

〇

ひ
と
り
を
ば
つ
つ
し
む
心
み
な
持
た
ば

さ
ぞ
安
楽
な
人
の
世
の
中

〇

〇

〇

人
を
責
め
己
を
許
す
心
こ
そ

鳥
獣
の
類
な
り
け
り

〇

〇

〇

常
に
た
だ
今
死
ぬ
る
ぞ
と
思
う
の
み

（
止
悪
・
下
愚
も
）
修
善
に
進
む
（
極
楽
・
妙
薬
）

〇

〇

〇

夢
の
世
の
ま
ま
な
ら
ぬ
を
も
悲
し
き
に

地
獄
の
苦
患
い
か
が
あ
る
ら
ん

〇

〇

〇

慎
め
よ
無
理
と
不
実
と
強
欲
と

驕
り
に
好
事
不
足
云
分

〇

〇

文
書
よ
り
も
財
寳
よ
り
も
陰
徳
は

家
に
つ
み
お
け
子
孫
長
久

〇

〇

〇

上
見
れ
ば
及
ば
ぬ
事
ぞ
多
か
り
き

笠
着
て
暮
ら
せ
お
の
が
心
に

堪
忍
の
な
る
堪
忍
は
誰
も
す
る

な
ら
ぬ
堪
忍
す
る
が
堪
忍

堪
忍
は
我
身
の
た
め
の
堪
忍
ぞ

人
に
堪
忍
す
る
と
思
う
な

足
れ
ば
足
る
足
ら
ね
ば
足
ら
ぬ
足
る
物
を

足
ら
ぬ
は
お
の
が
足
ら
ぬ
な
り
け
り

事
足
れ
ば
足
る
に
任
せ
て
事
足
ら
ず

足
ら
で
事
足
る
身
こ
そ
安
け
れ

ち

胸
中
五
臓
通
（
臍
下
）

家
内
和
合
所

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

家
内
調
合
所

〇

本
家
和
合
所

〇

〇

〇

〇

本
家
調
合
所

〇

り

常
に
心
に
掛
く
れ
ば

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

其
身
野
德
成

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

神
儒
佛
三
道

〇

売
弘
所

知
遇
改
町
＼
神
儒
仏
兼
所
＼
忠
孝
道
エ
門

諸
悪
莫
作
修
善
奉
行
衆
江

此
方
よ
り
無
理
非
道
は
一
切
出
し
不
申
候

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

ぬ

右
此
書
其
九
州
よ
り
参

二
十
四
輩
よ
り
う
つ
し
と
り
玉
也

右
は
或
方
に
て
承
り
し
一
口
教
訓
に
て
候

尤
も
耳
馴
た
る
も
の
故

女
子
が
た
児
童
衆
な
ど
の
口
ず
さ
み
給
わ
ば

少
し
き
補
い
に
も
な
り
侍
ら
ん
か
と
存
じ
書
写
し
申
候

〇

〇

〇

右
前
文
は
去
る
御
方
よ
り
承
り

御
慰
に
も
相
成
候
ん
と
存
書
記
…
…

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

（
施
印
・
配
布
の
由
）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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管
見
に
孤
立
す
る
、
第
五
類
壬
種
〔
笠
一
〕
に
あ
る
、「
堪
忍
を
せ
ざ
る
は
災
の
来
た
る
が
妙
」、「
慈
悲
深
く
情
あ
る
人
は
長
命
な
る
が
妙
」、「
驕
奢
に
長

じ
た
る
人
は
苦
労
を
求
む
る
が
妙
」、「
剛
欲
深
き
人
は
大
損
を
す
る
が
妙
」、「
分
別
を
せ
ぬ
人
は
後
悔
を
す
る
が
妙
」、「
人
愛
想
よ
き
人
は
繁
昌
す
る
事
が
妙
」、

「
人
に
無
理
を
い
う
人
は
人
罰
を
受
け
る
が
妙
」、「
腰
の
低
き
人
は
ま
た
人
が
敬
う
こ
と
が
妙
」、「
正
直
に
し
て
我
が
勝
手
を
せ
ざ
る
者
は
運
の
来
た
る
が
妙
」、

「
人
に
誠
あ
る
人
は
極
楽
に
な
る
が
妙
」、「
邪
見
非
道
な
る
者
は
地
獄
へ
墜
る
が
妙
」、「
人
に
迷
惑
を
懸
け
る
人
は
災
難
の
来
た
る
が
妙
」、「
心
に
悪
し
き
と
知
っ

て
行
な
う
人
は
天
罰
の
来
た
る
が
妙
」、「
善
悪
に
報
い
あ
る
を
知
ら
ば
心
万
法
へ
渡
る
が
妙
」
は
管
見
の
他
の
諸
本
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。

　
《
後
文
》〈
と
〉
に
つ
い
て
、
こ
の
他
、
各
諸
本
に
孤
立
す
る
道
歌
を
載
せ
る
こ
と
が
あ
る
。〔
偲
附
〕
に
は
、「
欲
深
き
人
の
心
と
降
る
雪
は
積
も
る
に
つ
け

て
道
を
忘
る
る
」
と
あ
る
。〔
石
法
〕
に
は
、「
人
は
た
だ
親
と
主
人
と
旦
那
寺
我
が
請
人
を
大
切
に
せ
よ
」、「
主
親
は
大
切
に
せ
よ
年
寄
れ
ば
や
が
て
之
の
身

も
主
親
と
な
る
」
と
あ
る
。〔
中
塩
〕
に
は
、「
古
哥
を
見
＼
出
し
添
書
」
と
し
て
「
人
を
た
だ
吉
野
の
花
と
詠
う
べ
し
我
を
難
波
の
芦
と
い
う
と
も
」
と
あ
る
。

〔
森
霊
〕
に
は
、「
気
は
長
く
心
は
太
く
色
細
く
仕
事
は
粗
く
食
は
不
足
に
」、「
過
去
は
昨
日
現
在
こ
こ
に
あ
る
ぞ
未
来
は
明
日
と
い
う
が
大
切
」
と
あ
る
。〔
吉

佐
〕
に
は
、「
一
度
も
神
仏
頼
む
心
こ
そ
ま
こ
と
の
の
り
に
か
な
う
道
な
れ
」、「
川
深
く
如
来
を
頼
む
身
に
な
れ
ば
の
り
の
力
に
西
へ
こ
そ
行
け
」、「
の
り
を

き
る
道
に
心
を
定
む
れ
ば
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
こ
そ
す
れ
」、「
ひ
と
り
来
て
ひ
と
り
帰
る
も
寂
し
さ
よ
六
字
の
名
号
道
連
れ
に
す
る
」
と
あ
る
。

結
言

　

本
稿
で
は
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
現
存
の
諸
本
を
管
見
の
限
り
集
め
、
表
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
述
の
拙
稿
を
裏
づ
け
、
甲
種
か
ら
壬
種
と
い
う

九
つ
の
種
が
あ
り
、
第
一
類
か
ら
第
五
類
ま
で
の
五
つ
の
類
に
く
く
る
こ
と
で
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
は
、
ほ
と
ん
ど
同
刷
や
同
筆
の
も
の
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
現
存
の
諸
本
、
ま
し
て
や
管
見
に
確
認
で
き
た
も
の
は
、

大
海
の
一
滴
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
存
在
の
み
が
確
認
さ
れ
る
も
の
と
し
て
紹
介
し
た
一
部
に
は
、
小
さ
く
不
鮮
明
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
そ

れ
の
み
で
も
未
見
の
一
枚
刷
で
あ
る
こ
と
の
わ
か
る
も
の
も
あ
る
。
後
に
新
た
な
諸
本
が
管
見
に
入
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
癸
種
以
降
と
す
べ
き
い
く
つ
か

の
種
や
、
第
五
類
以
降
と
す
べ
き
い
く
つ
か
の
類
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
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表
を
示
す
た
め
に
思
い
の
外
に
紙
面
を
費
や
し
た
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
紹
介
、
乃
至
、
解
題
に
留
ま
る
。
ま
た
、
管
見
の
も
の
は
極
力
、
私
に
翻
字

も
行
っ
た
が
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
詳
細
な
書
誌
と
と
も
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
画
像
も
同
様
に
、
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
遺
憾
で
あ

る
。
新
た
に
研
究
の
俎
上
に
載
せ
た
文
献
で
あ
る
た
め
に
、〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
の
研
究
は
、
ひ
い
て
は
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
を
包
括
す
る
、

教
化
戯
文
と
い
う
領
域
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
停
滞
し
て
い
る
。
ま
た
、〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉
と
同
じ
趣
向
の
、
薬
や
そ
の
宣

伝
に
模
す
教
化
戯
文
も
散
見
さ
れ
る
。「
緒
言
」
に
お
い
て
研
究
の
位
置
づ
け
と
意
義
を
簡
略
に
述
べ
た
が
、
現
状
、
こ
れ
ら
の
研
究
に
、
好
事
家
の
戯
言
の

感
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
だ
が
、
繰
返
す
よ
う
に
、
文
献
の
伝
承
や
人
々
の
心
意
を
明
ら
か
に
す
る
に
好
ま
し
く
、
隣
接
す
る
領
域
の
研
究
に
も
資
す
る

で
あ
ろ
う
。
新
た
な
成
果
が
導
き
だ
さ
れ
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
教
化
戯
文
の
さ
ら
な
る
講
究
を
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

謝
辞

  

多
く
の
現
架
蔵
の
文
献
を
、
御
蔵
書
の
う
ち
か
ら
お
譲
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
旧
蔵
者
の
小
泉
吉
永
様
、『
德
風
』
第
廿
四
號
に
つ
き
ま
し
て
、
残
部
の
行

方
と
所
蔵
の
有
無
を
御
教
示
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
一
向
山
稱
念
寺
、
な
ら
び
に
法
應
山
西
方
寺
、
御
所
蔵
の
御
品
の
行
方
と
所
蔵
の
有
無
を
御
確
認
く
だ
さ
い

ま
し
た
、
唐
澤
博
物
館
、
御
所
蔵
の
御
品
の
拝
見
を
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
横
浜
開
港
資
料
館
、
小
笠
原
家
文
書
委
託
者
様
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
潟

上
市
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
（
石
川
翁
資
料
館
）、
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
、
そ
の
他
御
所
蔵
者
様
方
、
入
手
に
御

協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
書
肆
を
は
じ
め
と
す
る
御
仲
介
者
様
方
、
な
ら
び
に
、
閲
覧
の
御
取
次
に
御
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
國
學
院
大
學
図
書
館
に
、
簡

略
な
が
ら
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

註

1　

拙
稿
「
戯
文
〈
伝
来
薬
「
心
躰
安
樂
丸
」〉 

の
濫
觴
と
展
開
に
関
す
る
小
攷
」『
伝
承
文
学
研
究
』
第
七
三
号
、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
二
四
。
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2　

伊
藤
慎
吾
『
擬
人
化
と
異
類
合
戦
の
文
芸
史
』
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
七
。
伊
藤
慎
吾
「
火
事
・
戯
文
・
人
名 

― 

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
パ
ロ
デ
ィ
を
め
ぐ
っ
て
」
小
松
和
彦

編
『
禍
い
の
大
衆
文
化 

天
災
・
疫
病
・
怪
異
』K

A
D

O
K

A
W

A

、
二
〇
二
一
。
ほ
か
、
異
類
合
戦
物
を
は
じ
め
と
す
る
戯
文
、
殊
に
精
進
魚
類
物
に
注
目
し
た
論
考
。

3　

鈴
木
棠
三
編
『
こ
と
ば
遊
び
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
五
九
。
鈴
木
棠
三
『
擬
人
名
辞
典
』
東
京
堂
、
一
九
六
三
。
ほ
か
。

4　

年
記
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
だ
が
、「
塩
河
南
万
村
＼
瀧
澤
實
冶
写
之
＼
弘
化
五
年
＼
三
月
吉
日
」
と
あ
る
。
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）。
ま
た
、《
前
文
》〈
い
〉
に
は
「
極
樂

三
国 

傳
來
」
と
、《
前
文
》〈
ろ
〉
に
は
「
心
氣 

躰
安
樂
丸
」
と
、《
前
文
》〈
は
〉
に
は
「
大
包
十
八
願
六
十
六
二
人
字 

＼
小
包
六
字
文
十
三
文
ン
字
」
と
あ
る
。
後
の
書
入
れ
と

み
な
し
、
墨
塗
り
の
文
言
を
用
い
た
。

5　

吹
田
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
吹
田
市
史  

第
六
巻
』
吹
田
市
役
所
、
一
九
七
四
。

6　

石
川
謙
『
日
経
新
書
七  

心
学
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
六
四
。
な
お
「『
か
な
め
草
』
に
後
に
な
っ
て
収
録
さ
れ
た
一
枚
刷
り
施
印
」
と
さ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
の
『
か
な

め
草
』
諸
本
に
は
収
録
が
な
い
。

7　

那
波
利
貞
「
唐
朝
政
府
の
醫
療
機
構
と
民
庶
の
疾
病
に
對
す
る
救
濟
方
法
に
就
き
て
の
小
攷
」『
史
窗
』
第
一
七
・
八
合
併
号
、
京
都
女
子
大
学
史
学
研
究
室
、
一
九
六
〇
。
な
ら
び

に
、
後
藤
捷
一
『
古
書
に
見
る
近
世
日
本
の
染
織
』
大
阪
史
談
會
、
一
九
六
三
。

8　

御
坂
町
誌
編
纂
委
員
会
編
『
御
坂
町
誌
資
料
編
』
御
坂
町
役
場
、
一
九
七
二
。

９　

河
合
町
史
調
査
委
員
会
『
河
合
町
史
』
河
合
町
役
場
」、
一
九
八
一
。

10　

大
井
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
大
井
町
史
料
第
二
十
三
集  

大
井
町
諸
家
文
書
集
一  

―
鶴
ヶ
丘
・
亀
久
保
地
区
―
』
大
井
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
二
。

11　

解
読
川
守
田
ヒ
ロ
「
森
嘉
兵
衛
資
料
集
「
極
樂
傳
來
心
體
安
樂
丸
」」『
岩
手
の
古
文
書
』
第
二
二
号
、
岩
手
古
文
書
学
会
、
二
〇
〇
八
。

12　
『
太
田
村
郷
土
史
資
料
第
二
輯
』
太
田
公
民
館
、
一
九
六
八
。

13　

大
和
高
田
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
改
訂  

大
和
高
田
市
史  

史
料
編
』
大
和
高
田
市
役
所
、
一
九
八
二
。

14　

な
お
、『
あ
つ
め
草
』
所
収
「
御
代
乃
恩
澤
」
巻
之
三
に
は
、
類
似
す
る
、「
〽
極
ら
く
ハ
西
に
有
と
ハ
唯
い
ゝ
そ
。
鬼
も
仏
も
み
な
身
に
ぞ
あ
り
」
の
道
歌
が
載
る
。
殊
に
南
な
の

は
、
あ
え
て
六
字
名
号
に
返
点
を
付
す
と
「
南
ニ
ハ
無
シ二

阿
弥
陀
仏
一
」
で
あ
る
た
め
の
諧
謔
に
よ
る
か
。
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